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ガバナー月信 号外‐7          2020‐6‐22 

今年度最後の地区奉仕ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

医療用ﾌｪｲｽｼｰﾙﾄﾞを千葉県とブラジルへ 

国際ロータリー第 290 地区ガバナー 諸岡 靖彦 

 

 政府は 18 日、新型コロナウィルスの対策本部会合で、都道府県境をまたぐ移動の自粛要

請を 19 日から全面的に解除することを決定しました。イベントの人数上限も千人まで緩和

し、プロスポーツは無観客で認めるなど、経済社会活動の範囲拡大と感染防止をいかに両

立させるかを課題として、今後は第 2 波の感染抑制を図る段階に進むこととなります。 

 ロータリーの活動が年度末にあり、ようやく例会が復活し、またオンラインによるリー

モート会合が目立って進展を見せているという便りを耳にして、現役ガバナーとしてまこ

とに感慨深いものを覚えます。全世界で感染者が 835 万人を超え、死者 45 万人（6 月 18

日現在ｼﾞｮﾝｽﾞ・ﾎﾌﾟｷﾝｽ大学まとめ）というパンデミックの同時進行を目の当たりにして、

私たちロータリアンは何を感じ、何を思い、どう行動して行けばよいのでしょうか？ 

 米国やブラジルに代表される感染が急拡大した（している）国々には、共通して貧困と

医療保険制度の普及に遅れが認められ、医療の恩恵を受けられずに、重症化し、手遅れで

死に至り、医療崩壊を来たし、混乱が加速するという悪循環が窺えます。貧困の背後には

対立と分断、格差や差別の急速な拡大があります。 

 幸いわが国は死者が千人に満たず、人口百万人当たりで 7 人（米国 365 人、ブラジル 224

人）と、国際比較してもきわめて少数です。違いが何に因るのかは未詳ですが、これだけ

でも日本人は今後、支援をする側に立たねばならないのではないでしょうか。 

 

 6 月 4 日、私は千葉県庁を訪ね、今年度最後の地区奉仕プロジェクトとして、健康福祉部

（加瀬博夫部長）に Rotary のロゴの付いた医療用フェイスシールド 5 万セット（本体金額

約 550 万円相当、運賃別）を寄贈いたしました。県を介して千葉県医師会、歯科医師会で、

それぞれの医療現場でお役立ていただけることになりました。森田県知事より礼状が届い

ておりますので、添付いたします。 

 併せて、このフェイスシールド・プロジェクトを主導した第 2760 地区（愛知県/伊藤靖

祐ガバナー）の提唱で、新型コロナウィルスが将に感染爆発中の南米ブラジル、ペルーと

東南アジアのフィリピン、マレーシアの 4 カ国を相手国とするグローバル補助金に因る支

援プロジェクトに参加することといたしました。全国 24 地区がそれぞれの地区財団資金

DDF を拠出して、総額３４万８千米ドルのプロジェクトとなりました。当地区からは１万

米ドルを拠出して、支援先相手国はブラジルとなりました。ブラジルは世界最大の日系人

居住地で、約１６０万人の日系人が住むといわれていますし、感染爆発と医療崩壊が懸念
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されています。感染拡大の沈静化の一助となれば幸いです。 
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